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有限群 Gに、q ̸ | |G| なる素数位数 q の群 S が作用しているとする。
O を完備離散付値環で、剰余体 kが標数 p の代数閉体となり、商体Kが
考える群に対し十分大きくなるもの、とする。R ∈ {O, k}とする。

Glaubermanは、IrrK(G)S（S-不変なGのK-既約指標全体の集合）と
IrrK(GS)（S-不変な元達からなるGの部分群GSのK-既約指標全体の集合）
の間に、ある良い性質を持つ一対一対応が存在することを示した（[G]）
（K-既約指標のGlauberman対応）。

Watanabeは、「不足群」D(⊂ GS)を持つ S-不変な Gの p-ブロック
多元環B (群環RG の直既約両側イデアル）に対し、次のような性質を
持つGSの p-ブロック多元環w(B)が定まることを示した：
w(B)は「不足群」Dを持ち、Bに属するK-既約指標の集合とw(B)に属
するK-既約指標の集合はGlauberman対応により一対一対応する（[W]）
（p-ブロックのGlauberman-Watanabe対応）。

本講演では、(RG,RG)-直既約両側加群とみた p-ブロック多元環 B と
(RGS,RGS)-直既約両側加群とみた p-ブロック多元環 w(B) の間に存在
するある関係 ([T])について述べる。
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